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第 2表 シ--I"i,t･托よる ｢ツベルク1)ン｣多糖類の分離蹄製法

帝核常 ソー tン培地培養液
J

常体除去

l

沈澱

.1
アセ tンで洗ふ (2回)

]
エ-テ7L,(水分及過酸化物を含まざる)で故ふ

■
虞空乾燥はて白色粉末

｣
2%アンモニア及永でとかす

=二

10%タンニン酸を加-遠沈

沈澱
l

(ツベ7Vク1)ン蛋 白体)

上清
.1

1/3量まで虚空濃縮
_｢

珪酸々性アセ トンを加へ遠沈
.F

上清
(すてる)

沈澱
l■

アセ tンで洗ふ (2回)
J

エーテルで洗3､

l

虞空乾燥七乳白色粉末
(｢ツベル クリン｣多糖類)

上鰐
(捨てる)

｢ス トレプ トマイシン｣と旧 ｢ツベルク リン｣との
混合物の皮内反鷹

大 井 豊

｢ストレプトマイシン｣が旧 ｢ツベルク.)ン｣の作絹を減弱する力があるか否かを検するため､ 両者

の由合物と旧 ｢ツベルク.)ン｣のみとの比較を皮内反麿に於て試みたが､ 其の両者に於て明かなる差

を全然認めなかった. 巨Pち旧 ｢ツベルク1)ン｣のみの方がや i発赤が大きい場合もあり､ ｢ス下レプ

トマイシン｣を混ぜるものの方がや i大きい場合もあった｡ 之によって ｢ストレプ下マイシン｣は1日

｢ッベルク1)ン｣の作用を滅房尋する様な作用を有しないものと考へられるo

(其2)結核化串療法に関す る研究

液 髄 培地 内 に於 け る諸 種 薬 品 の

結 核 菌蓉 育 阻止 作 用 に裁 て

志 保 田 明

賓駄方法

1)培養基 10%家兎及び人血清加キルヒナー培地0

2)被槍薬物溶液 a)検体に蒸滑水を加- 100oCl5'加熱滅菌o
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b)非水静陸及び加熱不能なるもq)は70%alkohol溶液とし24時間放置0

3)菌浮薄液の調製 小椅子球数ケ入 り キルヒナー増地 6,ccにSauton培地より青山B株 (叉はF

秩)1白金耳を移植し綿栓封蝋し3-4週培養す｡ 之に生理食塩水 2ccを加-良 く振浸し可及的菌塊

を破砕20分放置後上部乳濁部 1ccを別の滅菌試験管に採 り生理食塩水 4ccを注加す0

4)実験術式 滅菌試験管10本を架列し綿栓を取 り舞1管に培地 1.9cc被槍液 0.1cc,第2管以下

には培地 1cc宛を琵加すO 策1管内容をよく混和し 1.0ccを弟2管に移し混和す. 以下順次各管

に 1.0ccづつを造 り､最終管より1.0ccを棄てる. 別に対照培地 1.0ccをとる. 菌液各 1滴を加-

綿樫封蝋し貯竜におさめる.

5)成績判定 1,2,3,4週毎に各管底の集落発生の有無張易者を検す0 4週後判定困難なる管は管

底より01ccを探 り固型培地に再移植する｡

高度の阻止力を示す物質 (150,000以上)

被 槍 集 晶

0･Aminopheno1

303

303(レン tゲン周射)

Usninsacre

Usninsaure

Usmins邑ureNa.

Paraaminosalicyls星ure

StreptomyclI1

2amino4methylpheno1

2amino4chlorphen01

2amino･4chlorphenoIHc1

2amino4.6clichlorphenoIHcI

LuciLerin

中等度の阻止カを示す薬 品 (10,000･150,000)
被 検 薬 品

P･Aminodiphenyl

N.D.S.

2･4Dioxy3chlor5nbutylbenzaldeh耳d

2.4Dloxy3chlor5athylbem2:aldehyd

2.4Dioxy3cuoT5nbexy】benzaldehyd

2.4Dioxy3chlor5isoamylbenzaldehyd

lmethy12.41)ioxy3chlor5nhexylben101

1methy12.4Dioxy3chlor5isoamylbenzo1

2.4I)ioxy5chlordiphenylathan

Benzidine

Monochlororcylaldehyd

Limolltl

Metaaminosalicylsaellre

Disalicylsaellre

Chlorcyclohexylresorsln
Phtbicco1

6namy170xycumalin

阻 止 限 界 備 考

160,000 粉末よ り調製

512,000-320,000

320,000

512,000 NaOH

240,000 P.H.7.0

512,000

320,000 加熱 20,000･40,000

640,000I128,000

160,000

160,000

160,000

160,000

200,000･160,000

界川

脚

脚

脚

脚

脚

脚

抑

抑

抑

脚

抑

脚

抑

脚

脚

脚

脚

阻 備 考

M.P.500C

班..氏.94.95｡C

F.P.94.96
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2amino5ChLorpheno1

2amino5cblorphe1101

2amino6chlorphenoI

FtlraCryl-saeure

OlivetoD-Saeure

OIEvetotlid

Orsellins凱lrenbllthyI-ester

Orsellinsaureisoamylester

2.5Dimethy140xydiphenylen邑ther

2Methy120xydiphenylet)ather

Usn王ns互uresharnstoff

2.4.Dioxyzimmtsaure

殆んど阻止カを有しない薬品 (10,000以下)

被 :換 集 晶

0-Amino-cyclolleXanOI

IgepOII

Nekal

MonochlorBorcylaldehyd

Phellylguanidineslllfate

O･gllanidophenoI

Methylisothiollrea

Methylenblau

Phenot

Phlorphenylacetophenotle

Phlor(p-oxyphenylacetes)phenone

Phlor-cinnamoylO-phenone

Salicine

Bergen.in

Ust)etinsaure

Usnolsaure

MicrophyIlinesaure

Collatolsaure

Agariansaure

Alectorot]saure

ChloratranoI

Baciton

6aethy170xycllmarin

6methy170xycumadn

611buty170xyctlmaTin

6t)hexy170xycumarin

6isoamy170xycllmarin

2.7Dioxy3.6diaethyldiphenylenoxyd

Thiosalicylらre

叩

卿

叩

仰

脚

岬

抑

仰

･脚

仰

抑

岬l

阻 止 限 界

2,000

1,000

8,000

8,000

1,000

1,000

1,000

8,000

1,goo

IO,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,(氾0
10,000､

10,000

10,000

1,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

考

下

上

席

以

同

下

上

上

以

同

同

下

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

以

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

国

以 下
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BerberilHd

R oleincorbons凱lremethy]ester

2.5.2'Trymethy130xydipheI一ylenather

Orsellinsaurephenylathylester

2.7.Dioxy3aminodiphenyletloXydfIcl

10,000

10,000

10,000

10,000

5,000

諸種薬物の結核菌呼吸に及ぼす影響

瀧 長 次

結核化学療法の基礎的研究の第 1階段として､ 諸種薬物の結核菌発育阻止作用につVAtでは軟に多数

の研究が発表せられてゐるが､ 結核菌の呼吸に対する薬物の影響については少数の研究があるのみで

あるO 我々捻結核化学療法の基礎的研究の一部として､結核菌の酸素呼吸に対する薬物の影響に裁て

研究中であるO

葉陰方法ト

ワールブルグの検圧計を用ひ､旧法により酸素拘費畳を測定した｡ 菌株は絶て青山B株を使用し､

瓦斯陸は茎葉 37.5oCに於て始め30分間薬物を加-ないで測定し､其の酸素滑費量を 100%とし､次

で薬物を加-て4-6時間30分毎に測定し其の値を%で ｢グラフ｣上に表はしたO

弟1掃 食塩燐酸塩漬､キルヒナ一号地中に放ける影響o

当初の実験では食塩燐酸塩液 1cc中25mgの菌浮滞液 2ccを使用したが､ 後には血清を含むこと

及び酸素消費量を高めること等の理由により10%血清加キルヒナー樗地 1cc中10mgの菌浮湛液2cc

を使用したo

被検薬物CO数理の結果を通じて見るに､薬物の呼吸に及ぼす時間的影響は種}tの型があるo巨P或る
濃度では酸素消費量を著しく槍加し､後次第に減少するか､或は増加したま でゝ経過するもの｡ (塞

曹 ｢ドデチールアルコ-ル硫酸エステルナ TJ)サム｣ ｢フロール7---ルアセ下7-ノン｣ ｢フチ
オコール｣ ｢｡ヂン酸｣等)o 始めより時間の経過と共に漸次守成少するもの｡ (石茨酸､昇兼､ ｢マ
ーキエロクp-ム｣等). 始めより少し守成少したままで経過するもの｡ (｢ペ-シlJン｣｢スTLレプ
I-イシン｣､｢マルファニール｣､｢パラアミノサl)チ-ル酸｣等)o 終始殆んど影響のなtJ､ものo

(｢オル トアミノチクロ-キサノール｣)等に区別せられる｡ 各移行型が存すること勿論である｡酸
素滑費を増■加するもの i中､重曹が最も著明で1600倍では始めV)30分間に約 600%に達す｡ 守成少せ

しめるものの中､最 も著明なものは昇議で12800倍でも2時間目には既に10%位に減少する｡ ｢ウス

-ン酸｣は24時間後には4000倍で殆んど呼吸を止めてしまふ.

更に薬物の濃度により著しい差のあるもの､ 或は非常に差の少いもの等､各薬物の時間的経過の影

響に妊種々の型があることが判明したo しかし全部の時間的経過を一つの図表で表はし難いので､今


